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第7回紫式部市民文化賞

　受賞作品決まる

大
）
特
修
美
術
西
洋
画
卒
業
。

大
阪
府
立
東
住
吉
高
校
、
京
都

成
安
女
子
短
期
大
学
に
勤
務
の

後
、
画
家
と
し
て
独
立
。
現
在
、

行
動
美
術
家
協
会
会
員
、
成
安

造
形
短
期
大
学
講
師
、
京
展
委

嘱
審
査
員
。
菟
道
丸
山
在
住
。

　
【
坂
　
五
十
雄
≒
】

　
明
治
三
十
九
年
八
月
六
日
東

京
市
四
谷
区
生
ま
れ
。
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
薬
学
科
卒
業
後
、

製
薬
会
社
勤
務
。
昭
和
十
七
年

か
ら
職
場
句
会
で
活
動
を
始
め

る
。
三
十
九
年
｛
于
治
市
に
転
居
。

四
十
三
年
に
関
西
草
樹
会
、
四

十
五
年
に
萬
緑
に
入
会
。
平
成

七
年
萬
緑
同
人
。
木
幡
御
園
在

庄
。

さ
に
中
二
の
こ
ろ
で
し
た
。
私

は
美
し
い
日
本
人
の
心
の
伝
統

に
連
な
る
こ
と
を
願
っ
て
生
き

て
き
ま
し
た
が
、
今
の
中
学
生

は
そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
下
で

校
内
暴
力
・
い
じ
め
・
自
殺
に

至
り
、
若
者
が
オ
ウ
ム
に
走
っ

た
り
す
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

現
代
が
切
り
捨
て
た
大
切
な
も

の
を
、
も
っ
と
考
え
な
け
れ
ば

と
、
受
賞
に
際
し
て
痛
感
し
て

い
ま
す
。

　
【
坂
　
五
十
雄
≒
】

　
八
月
六
日
に
満
九
十
一
歳
に

な
り
、
他
人
に
年
を
聞
か
れ
た

ら
九
十
を
省
略
し
、
「
よ
う
や

く
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
’
こ
れ

か
ら
が
私
の
人
生
で
す
」
と
て

も
答
え
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た

矢
先
の
受
賞
の
知
ら
せ
で
、
九

十
一
歳
の
船
出
と
し
て
ま
こ
と

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。
単
に
八
十
五

歳
を
越
え
た
老
人
の
作
品
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
前
を
見
て

い
る
明
る
い
作
品
と
い
う
こ
と

で
の
受
賞
だ
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
「
白
寿
ま
で
作
句
の
決
意
」

は
ま
ず
無
理
と
し
て
も
、
今
後

も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
行
く
つ

も
り
で
す
。
こ
れ
で
今
年
は
大

変
良
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

作
品
を
読
み
た
い
人
は
…

　
矢
野
喜
久
男
さ
ん
の
作
品
は

「
画
文
集
西
行
桜
」
と
し
て
か

も
が
わ
出
版
よ
り
刊
行
。
坂
五

十
雄
さ
ん
の
句
集
は
原
稿
応
募

で
し
た
の
で
、
近
く
冊
子
に
ま

と
め
、
文
化
観
光
課
で
実
費
で

頒
布
し
ま
す
。
ま
た
図
書
館
な

ど
で
も
貸
し
出
し
・
閲
覧
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

や
問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課

（
内
線
容
２
２
２
３
）

823

　
今
回
は
十
七
歳
か
ら
九
十
一

歳
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
、
小
説
や
随
筆
、

司
眼
な
ど
Ｓ
４
　
二
洋
弓
か
ら
、

矢
野
喜
久
男
さ
ん

　
十
五
年
間
勤
め
た
教
職
を
辞

し
、
画
家
と
し
て
の
自
立
を
目

指
し
た
著
者
は
、
パ
リ
の
印
象

派
美
術
館
で
、
ピ
サ
ロ
が
シ
ャ

ン
ゼ
リ
ゼ
大
通
り
を
描
い
た
絵

の
前
に
立
ち
つ
く
し
ま
す
。
子

供
の
こ
ろ
は
し
か
に
か
か
り
腫

れ
の
た
め
一
時
的
に
目
が
見
え

な
く
な
り
、
病
が
癒
え
て
眼
帯

を
と
っ
た
と
き
に
ま
ず
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
夕
暮
れ
の
御
堂

筋
の
公
孫
樹
の
美
し
さ
が
思
い

出
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
画
家
を

志
し
た
原
風
景
が
よ
み
が
え
る

と
と
も
に
、
西
行
の
「
年
た
け

て
又
越
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や
命

な
り
け
り
小
夜
の
中
山
」
と
い

う
一
首
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

人
生
へ
の
意
志
を
歌
う
西
行
の

歌
が
著
者
の
心
の
奥
底
か
ら
励

ま
す
の
で
す
。

　
　
「
西
行
の
歌
と
人
生
か
ら
私

が
得
た
も
の
は
、
究
極
の
と
こ

ろ
、
死
や
老
い
が
あ
る
か
ら
生

命
は
美
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
」
と
著
者
が
言
う
と
お
り
、

苦
難
を
踏
み
締
め
た
人
生
の
華

や
ぎ
が
、
画
家
ら
し
い
彩
り
の

あ
る
文
章
で
と
ら
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
【
八
十
五
才
か
ら
九
十

　
才
ま
で
の
作
品
抄
】

　
こ
の
作
品
に
は
お
お
ら
か
な

ユ
ー
モ
ア
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば

ラ
ー
メ
ン
に
餅
を
入
れ
た
る
六

日
か
な

正
月
も
六
日
に
な
れ
ば
、
ご
ち

そ
う
に
も
あ
き
、
ラ
ー
メ
ン
に

も
ち
を
入
れ
る
と
い
っ
た
新
し

い
食
べ
方
に
興
じ
た
り
す
る
と

い
う
次
第
。

菊
根
分
指
と
い
ふ
よ
く
う
ご
く

叡
山
に
歩
い
て
登
る
愛
鳥
日

毎
日
を
海
月
の
漂
う
ご
と
く
に
も

の
び
の
ぴ
と
虫
聞
く
新
聞
休
刊

耳
少
し
遠
く
な
り
た
り
十
二
月

寒
の
水
醍
醐
山
上
醍
醐
水

　
根
分
け
す
る
指
に
注
目
し
た

り
、
愛
鳥
日
に
歩
い
て
比
叡
山

に
登
っ
た
り
、
そ
ん
な
し
ぐ
さ

に
作
者
の
九
十
年
の
人
生
の
体

験
が
ユ
ー
モ
ア
と
し
て
に
じ
み

出
る
の
で
し
少
つ
か
。
休
刊
日

や
十
二
月
の
句
に
は
ち
ょ
っ
と

し
た
風
刺
が
、
ま
た
海
月
や
醍

醐
の
句
に
は
快
い
言
葉
遊
び
が

あ
り
、
作
者
の
精
神
や
感
受
性

の
み
ず
み
ず
し
さ
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
み
ず
み
ず
し
さ
は
、

好
奇
心
保
ち
て
卒
寿
木
瓜
の
花

と
い
う
俳
句
が
あ
る
よ
う
に
作

者
の
盛
ん
な
好
奇
心
に
よ
る
も

の
な
の
で
し
ょ
う
。

著
者
略
歴

　
【
矢
野
喜
久
男
≒
】

　
昭
和
九
年
十
一
月
二
十
九
日

大
阪
市
生
ま
れ
。
三
十
二
年
京

都
学
芸
大
学
（
現
・
京
都
教
育

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

　
こ
の
た
び
第
七
回
紫
式
部
市
民
文
化
賞
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま

し
た
。
選
ば
れ
た
の
は
矢
野
喜
久
男
さ
ん
（
六
二
）
の
随
筆
「
エ
ッ
セ
イ
西

行
桜
」
と
、
坂
五
十
雄
さ
ん
（
九
一
）
の
句
集
「
八
十
五
才
か
ら
九
十
才
ま

で
の
作
品
抄
」
の
二
作
品
で
す
。
ま
た
選
考
委
員
特
別
賞
と
し
て
笠

取
小
学
校
研
究
部
の
実
践
研
究
集
「
わ
た
し
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
教

育
」
」
と
宇
治
公
民
館
児
童
文
学
サ
ー
ク
ル
の
文
集
「
た
ん
ぽ
ぽ
1
5
号
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
式
は
十
一
月
九
日
圓
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
す
。

選
考
委
員
会
（
宮
城
宏
委
員
長
、

七
人
）
に
よ
り
二
つ
の
市
民
文

学
賞
と
二
つ
の
選
考
委
員
特
別

賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

坂
　
五
十
雄
さ
ん

作
品
紹
介

　
【
エ
″
セ
イ
西
行
桜
】

　
中
学
時
代
に
師
か
ら
贈
ら
れ

た
小
林
秀
雄
の
「
無
常
と
い
ふ

こ
と
」
を
き
っ
か
け
に
西
行
の

歌
に
魅
せ
ら
れ
た
著
者
は
、
や

が
て
西
行
の
「
山
家
集
」
を
座

右
に
置
く
よ
う
に
な
り
、
「
時

に
は
生
き
方
を
確
か
め
る
指
針

と
し
た
」
と
い
い
ま
す
。

選
考
委
員
講
評
は
2
面
に

「
エ
ッ
セ
イ
西
行
桜
」

矢
野
喜
久
男
さ
ん
の

坂
　
五
十
雄
さ
ん
の

「
八
十
五
才
か
ら
九
十
才
ま
で

の
作
品
抄
」

卜
正
賞
の
ブ
０
　
ン
ズ
像

受
賞
の
言
葉

　
【
矢
野
喜
久
男
≒
】

　
エ
ッ
セ
イ
西
行
桜
は
自
分
中

だ
。
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
の
オ

す
め
も
あ
り
、
受
賞
す
れ
ば
ヵ

十
一
歳
の
老
父
が
喜
ん
で
く
れ

る
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

　
夏
に
神
戸
の
中
学
生
猟
奇
殺

人
事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
Ｌ

た
が
、
私
が
半
世
紀
前
に
西
行

の
歌
に
何
か
を
感
じ
た
の
は
さ
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選
考
委
員
特
別
賞

選
考
委
員
特
別
賞
と
し
て

宇
治
公
民
館
児
童
文
学
サ
ー

ク
ル
．
（
代
表
・
吉
村
は
る
み

紫式部市民文化賞

選考委員講評

さ
ん
）
の
文
集
「
た
ん
ぽ
ぽ

文
集
1
5
号
」
と
笠
取
小
学
校

研
究
部
（
代
表
・
駒
田
泰
之

さ
ん
）
の
実
践
研
究
集
「
私

た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

・選考委員(五十音順･敬称略)

木股知史(甲南大学教授)、塩見啓

子(歌人)、鈴木貞美(国際日本文

化研究センター教授)、坪内稔典

(京都教育大学教授)、水川喜夫(国

文学研究者)、宮城宏(甲南女子大

学学長)､'山路興造(京都市文化財

保護課参与)

　
九
月
二
十
二
日
の
発
表
の

席
で
宮
城
宏
選
考
委
員
長
は

次
の
よ
う
に
講
評
し
ま
し
た
。

　
矢
野
さ
ん
は
著
名
な
画
家

で
す
か
ら
、
彼
の
絵
も
彼
の

こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
文

章
を
書
く
こ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
普
通
に
考
え
る

と
中
学
生
に
は
理
解
不
可
能

だ
と
思
わ
れ
る
小
林
秀
雄
の

本
を
与
え
る
よ
う
な
教
師
と

の
出
会
い
が
彼
の
転
機
だ
っ

た
の
で
し
１
つ
。
還
暦
を
過

ぎ
た
自
分
史
を
絵
を
感
じ
さ

せ
る
イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
艶
の

あ
る
文
章
で
書
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
坂
さ
ん
の
句
集
は

俳
句
の
持
つ
お
も
し
ろ
さ
を
、

人
間
的
な
円
熟
し
た
表
現
で

私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

十
七
文
字
の
中
で
い
か
に
も

目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な

日
常
的
な
姿
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
冒
頭
の
句
で

充
実
の
晩
夏
八
十
五
歳
の
今

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
彼
の

人
生
も
ま
だ
ま
だ
盛
り
な
の

で
し
ょ
う
。

　
笠
取
小
学
校
の
作
品
は
ふ

る
さ
と
と
い
う
も
の
を
失
い

っ
っ
あ
る
時
代
の
中
で
地
域

に
根
差
し
た
素
晴
ら
し
い
活

動
の
成
果
と
い
え
ま
す
。
ま

た
児
童
文
学
サ
ー
ク
ル
文
集

は
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
読
む
」

ト
９
月
2
2
日
面
の
記
者
発
表
で
講
評

す
る
宮
城
宏
選
考
委
員
長

を
テ
ー
マ
に
し
た
児
童

文
学
へ
の
感
想
・
批
評

が
主
な
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
サ
ー
ク
ル

な
ら
で
は
の
楽
し
い
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
こ
う
い
っ
た
グ

ル
ー
プ
の
中
か
ら
創
作

作
品
が
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
9
月
定
例
会
が
閉
会

　
宇
治
市
議
会
九
月
定
例
会
は

九
月
十
七
日
か
ら
十
月
六
日
ま

で
の
二
十
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
情

報
公
開
条
例
、
工
事
の
請
負
契

約
な
ど
十
七
議
案
を
可
決
、
同

意
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

源氏物語を歩く旅

宇治十帖スタンプラリーを開催

　
第
七
回
「
紫
式
部
文
学
賞
」

「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
の
受

賞
式
ま
で
あ
と
ひ
と
月
足
ら
ず

と
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
そ
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
「
源
氏
ろ
ま
ん

７
」
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も

宇
治
十
帖
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
宇
治
十
帖
の
古
跡
を
は
じ
め
、

世
界
遺
産
の
宇
治
上
神
社
と
平

等
院
、
ヒ
ノ
キ
の
高
欄
が
美
し

い
宇
治
橋
な
ど
、
豊
か
な
自
然

を
背
景
に
、
各
時
代
を
代
表
す

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
補
正
予
算
〉

　
一
般
会
計
補
正
予
算
額
五
億

五
千
八
百
二
十
三
万
円
の
主
な

内
訳
は
次
の
と
お
り
。
な
お
、

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
五
百
十
億
一
千
七
百
五
十
七

る
史
跡
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
は
、
あ
な
た
に
き
っ
と
素
敵

な
秋
の
一
日
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
家

族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
　
1
0
月
2
5
日
出
・
2
6

日
㈲
、
1
1
月
１
日
出
・
２
日
㈲

・
３
日
例
。
い
ず
れ
も
午
前
９

時
半
～
午
後
４
時
。
雨
天
決
行

◆
コ
ー
ス

　
［
基
本
コ
ー
ス
（
宇
治
十
帖
コ

ー
ス
）
】

　
1
0
ポ
イ
ン
ト
／
約
４
・
５
ｔ

東
屋
↓
椎
本
↓
手
習
↓
蜻
蛉
↓

総
角
↓
早
蕨
４
　
舟
↓
宿
木
↓

橋
姫
↓
夢
の
浮
橋
↓
ゴ
ー
ル

（
塔
の
島
）

　
「
健
脚
コ
ー
ス
」

　
1
9
ポ
イ
ン
ト
／
約
９
・
５
・
・

東
屋
↓
椎
本
↓
手
習
↓
蜻
蛉
↓

橋
寺
４
　
舟
↓
恵
心
院
↓
早
蕨

土
ｆ
治
上
神
社
↓
総
角
↓
大
吉

万
円
で
す
。

◇
情
報
公
開
事
務
準
備
Ｈ
二
百

四
十
万
三
千
円

◇
文
化
セ
ン
タ
ー
設
備
改
修
＝

三
千
万
円

◇
道
路
改
良
事
業
の
追
加
＝
二

億
六
千
万
円

山
万
葉
歌
碑
↓
興
聖

寺
↓
天
ケ
瀬
つ
り
橋

↓
白
山
神
社
↓
宿
木

↓
あ
が
た
神
社
↓
橋

姫
↓
夢
の
浮
橋
↓
平

等
院
↓
ゴ
ー
ル
（
塔

の
島
）

※
浮
舟
の
ス
タ
ン
プ

ポ
イ
ン
ト
は
朝
霧
橋

東
詰
の
宇
治
十
帖
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
参
加
方
法

　
ス
タ
ン
プ
帳
を
持
っ
て
コ
ー

ス
を
回
り
、
午
前
９
時
半
か
ら

午
後
４
時
ま
で
の
間
に
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
一
日

で
回
っ
て
も
何
日
か
掛
け
て
回

っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

◆
ス
タ
ン
プ
帳
の
配
布

　
開
催
日
当
日
は
観
光
セ
ン
タ

ー
、
観
光
案
内
所
（
宇
治
橋
西

詰
・
近
鉄
大
久
保
駅
）
、
京
阪
・

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
で
配
布
。
開
催
日

以
外
は
京
阪
・
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
の

主
要
駅
、
市
役
所
文
化
観
光
課

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
賞
品

　
ど
ち
ら
か
の
コ
ー
ス
の
す
べ

て
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
ス
タ

ン
プ
帳
を
、
開
催
日
の
午
後
五

時
ま
で
に
ゴ
ー
ル
の
受
付
（
塔

の
島
。
雨
天
時
は
観
光
セ
ン
タ

ー
）
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
抽

◇
都
市
計
画
街
路
事
業
の
追
加

＝
二
千
五
百
万
円

◇
小
学
校
施
設
整
備
の
追
加
＝

一
千
万
円

　
こ
の
ほ
か
国
民
健
康
保
険
事

業
な
ど
三
特
別
会
計

　
〈
条
　
例
〉

　
情
報
公
開
条
例
ほ
か
一
件

　
〈
契
　
約
〉

　
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
管
理
棟
ほ
か
建
築
・
外

構
工
事
請
負
契
約
な
ど
六
件

　
〈
人
　
事
〉

　
収
入
役
と
監
査
委
員
の
選
任
、

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
二
人

選
の
う
え
当
選
さ
れ
た
人
に
素

敵
な
賞
品
を
進
呈
。
ま
た
、
中

学
生
以
下
の
人
に
は
期
間
中
先

着
三
千
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ヴ

ジ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

　
平
等
院
に
は
ス
タ
ン
プ
が
三

個
以
上
押
し
て
あ
れ
ば
無
料
で

入
れ
ま
す
（
鳳
凰
堂
に
は
別
途

料
金
が
必
要
で
す
）
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
開
催
日
は
観
光
セ
ン
タ
ー

（
0
2
3
・
3
3
3
4
）
、
そ
れ
以

外
の
日
は
市
役
所
文
化
観
光
課

（
容
2
2
・
3
1
4
1
内
線
2
2

2
4
）
へ
。
’

　
お
茶
は
い
ろ
い
ろ
な
成
分

を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
ビ
タ
ミ
ン
類
は
豊
富

で
、
体
内
に
入
る
と
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
と
同
じ
働
き
を
す
る
カ

ロ
チ
ン
が
ニ
ン
ジ
ン
の
約
十

倍
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
ホ
ウ
レ

ン
草
の
約
三
倍
含
ま
れ
て
い
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由
紀
さ
お
り

安
田
祥
子

UJIあさぎりフェステ

ィバル

も
っ
と
知
っ
て

も
っ
と
知
っ
て

１

お
茶
の
こ
と

第
2
回
　
お
茶
の
成
分

ま
す
。
さ
ら
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

・
Ｐ
・
Ｕ
群
も
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
大
腸
が
ん
の
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
食
物
繊
維
や
、
歯
の
表
面

を
強
く
し
虫
歯
を
防
ぐ
フ
ッ

素
を
含
ん
で
い
ま
す
し
、
カ

新たな出あいがいっぱい
⑤

　
　
歌
う
た
唄
皿
２

懐
か
し
い
歌
、
心
に
残
る
歌
に
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
を
は
さ
ん
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

1 0
月

1 9
日
間
午
後
２
時
半
～

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

公
演
迫
る
！

お
早
め
に

とき　10月25日出午前10時～午後4時

ところ生涯学習センター・産業会館

◇テーマイベント

　　　パネル展　寸劇’ワ’一クショップ

　　　ニュースポーツ教室　インターネット体験コーナー

　　　ビデオシアター　写真展　骨量測定など

◇自由イベント

　　　手づくりバザール　模擬店　フリーマーケット

　　　パフォーマンス　子どもお楽しみコーナー

◇情報交流コーナー

　○保育あり（２歳以上）。当日受付へ

テ
キ
ン
に
は
虫
歯
の
元
に
な

る
歯
垢
を
防
止
し
た
り
す
る

ば
か
り
で
な
く
食
中
毒
を
も

防
ぐ
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
茶
に
は
円
滑
な

新
陳
代
謝
に
欠
か
せ
な
い
ミ

ネ
ラ
ル
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
は
血
液
を

ア
ル
カ
リ
性
に
保
つ
の
に
重

要
で
、
こ
れ
を
多
く
含
む
茶

は
果
物
同
様
、
優
れ
た
ア
ル

カ
リ
性
食
品
と
い
え
ま
す
。

　
一
方
、
疲
労
回
復
に
効
く

カ
フ
ェ
イ
ン
も
多
く
含
ん
で

い
ま
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
と
聞

く
と
コ
ー
ヒ
ー
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
が
、
お
茶
に
は
こ
れ

に
負
け
な
い
く
ら
い
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
に

は
こ
の
ほ
か
、
覚
醒
効
果
、

大
脳
刺
激
、
強
心
作
用
、
利

尿
作
用
な
ど
の
優
れ
た
働
き

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
た
く
さ
ん
の
栄
養

分
を
含
む
お
茶
を
飲
ま
な
い

手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
（
参
考
「
茶
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
）

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

I I 卜 回 ･ 宍 … … … : ぷ . I ･ ｀ . I ･ : I ひ : : I - I : 亮 ' 口 卜 ご し : : 卜 卜 口 : ･ 浜 二 3 ･ ･ j … … … : ･ j ･ S . , べ … … … … : , j ' ･ , ; ; ; … … … ; 卜 … … … ' I ' : : " " : I : ' ｀ : I : . - l : - I . I . I . ｢ : … … …

＝ ■ 聯 で 全 席 欧 ㈲ 騨釘聯伴励牡

ｽ ﾞ 纏 持 波 蒔 如 堆 祐 を I 七 ･ 逍 鋏 琵 准 取 丿 隨 - 捺 折 原 が 凱 1 友 阪 宇 治 ]

言 轟 紬 齢 ㈲ 釘 | ゜ l = じ 卜

: = ご 千 千 二 と ご = |

才 問 I い ( 合 わ せ j

,

電 話 予 約 1 ) 鵜 宇 治 市 文 化 七

=

ﾝ ﾀ ﾄ 哉 2 0 千 2 1 1 1 ] 言

童
謡
コ
ン
サ
ー
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情報

BO

X

＝　市役所め電話番号はmi-：314･

＼所在地ぷ〒611∧宇治琵琶33 fず

圃は問い合わせ・回は申じ込み。

丿申し込み方法の書いていないものは

:直接会場へお越しください。犬　レ

4.f.･･7.fU心・Ｓむ.:…-
… . k 角 . a ' . . ∴ T . . y j ･ ' . 八 白 八 7 1 々 ･ 〃 り ∴ . ' ‥ ' A ' - . み ｰ ∴ ‥ ' - v 丁 T . f . 二 / . j 〃 . ･

･ . . . M か I . “ み ｰ . ｀ ’ I ’

‥‥‥‥　‥‥1

　　づ　　ﾌ

ﾐ……:,.,.．.，;.･..-ふ.ψ＿.Ｊ

　福　祉

　■一人暮らし老人の会料理教室

　　　[〉とき…10月25日出、午前10時

　～午後2時[＞ところ…東宇治コミュ

　ニティセンター[〉献立…しめじ御

　飯、白あえほか[＞対象…一人暮ら

　しのお年寄り[＞定員…先着30人[＞

　参加費…100円　圃社会福祉協議

　会(322-5650)。

　■聴覚言語障害者教室

　　[〉とき…10月25日出、午後６時

　～Q時[＞ところ…総合福祉会館[〉

　対象‥･ろうあ者と関係者E＞内容…

　法律講座｢まるく収める貢摩相続i.

　手話通訳ありC＞定員…先着30人[＞

　参加費…無料　圃io月17日出まで

　に社会教育課(Fax22-3040)へ。

　■難聴者社会見学

　　[〉とき…10月30日附、午前９時

　～午後４時半t＞見学先…京都市市

　民防災センター、キリン京都ビア

　パーク[＞対象…難聴者と関係者C〉

　定員…先着30人[＞参加費…1050円

　(昼食代)[Sio月17日出までに住

　所、氏名、電話・ファクス番号を

　書き社会教育課(Fax

22-3040)へ。

　■在宅リハビリテーション講習会

　　脳卒中や脳梗塞などの後遺症で

　障害のある人を介護している人に、

　家庭での自主トレーニングの方法

　などを分かりやす＜解説。[〉とき…

　10月24日出、午後１時半～４時[＞

　ところ…サンアビリティーズ城陽

　C〉テーマ…食事介助方法とコミュ

　ニケーションをとる工夫C〉参加費…

　無料　圃io月21日(火)までに健康医

　療課(a内線2333)へ。

　■身体障害者デイサービス

　　　〈ボウリング教室〉μとき…10

　月31日倒、午後１時半~3時半μ

　ところ…松園ボウル(近鉄小倉駅

　東側)[〉対象…身体に障害のある

　人とその介護者[＞定員…先着20人

　E〉参加費…500円　圃io月28日(火)

　までに社会福祉協議会(022-5650、

　Fax22-5654)へ。

　募　集

　■(財)福祉サービス公社嘱託職員

　　事業拡大に伴い、ホームヘルパー

　(家庭奉仕員)を募集します。[＞

　応募資格…昭和27年10月１日以降

　に生まれ、厚生省指定のホームへ

　ルパー養成研修２級課程以上の修

　了者もしくは介護福祉士の資格と

　普通免許を持ち、50ccのバイクに

　乗れる人[＞募集人数…若干名　困

　10月13日(月)~17日出に指定の履歴

　書(顔写真が必要)を同公社(小

　倉町山際63-1昔22-3084)へ。

公民館

　■広野公民館(a41-7450)

　　　くひとりで悩まない家庭介護教

　室〉介護の知識や制度、寝たきり

　にならないための過ごし方を学び

　ます。[＞日程・内容…次表のとお

り。午後１時半~3時半[＞定員…

先着40人[〉参加費…無料回io月

13日(月)から同館へ電話か来館で。

月日 内容・講師

10/27

　圓

介護の現状と介護保険法

　　　　　佛教大学肋教授

　　　　　　　　　岡崎祐司さん

11/10

　側

歳をとるということ~心と体の変化~

　　　　　第二岡本病院医師

　　　　　　　　　角谷増喜さん

11/19

　團

寝たきりを防ぐために

　～活動的な老後を過ごすために～

　　　　　第二岡本病院理学療法士

　　　　　　　　　　上野科さん

11/26

　哨

一人で悩まないために

　～公的制度やig談3r口を知ろう～

　　　　福祉サービス公tiJSE係長

　　　　　　　　　田霖敏幸さん

＊このほか11月２日(日)総合福祉会館

　で開催の福祉まつりに参加

　　く米消費拡大事業・お米を使っ

た料理教室〉[〉とき…10月30日凩、

午前9時半～午後２時[〉内容…講

演｢日本型食生活について｣と調

理実習E〉定員…先着25人[＞参加費

…無料　[gio月13日(月)から同館へ

電話か来館で。

■宇治公民館(昔21-2804)

　　<みんなで学ぶ暮らしの経済講

座〉[＞日程・内容…下表のとおり。

午前10時～正午[〉定員…先着50人

[〉参加費…無料　mo月13日C月]か

ら同館へ電話か来館で。

月日 内容・講師

11/10

　(月)

政治と経済の仕組み

　　　　　片岡経営研究所所長

　　　　　　　　　片岡憲男さん

11/13

　Ⅲ

資産とお金の上手な生かし方

　　　　　税理士今西正二さん

11/20

　團

金融の自由化と私たちの暮らし

　咄証券広報センター関西支部職員

木幡公民館まつり

ふれあいで育てよう地域の輪

発表の部

　10月19日(日)午前10時～午後3時

.･べこ　　●iy

一

展示の部

10月25日(土)午前９時半～午後４時

10月26日(日)午前10時～午後３時半

　圃木幡公民館032-8290)

スポーツ

■市民ソフトバレーボール大会

　C＞とき…11月16日(日)、午前９時

半~D〉ところ…黄葉体育館[＞対象…

市内在住・在勤・在学の人[〉チー

ム編成(4～6人)･‥○スポレク

の部=30歳代男女各１人・40歳代

男女各１人○ファミリーの部＝夫

婦と小学４年～中学生○女子の部＝

女子４人○一般の部＝男女各２人

E＞参加費…無料　[mo月21日㈹ま

でに所定の申込書で市民体育課

(a内線2622)へ。

■トレーニング機器実技講習会

　[＞とき…10月18日出、午後１時

半~c〉ところ…黄聚体育館C〉対象

…15歳以上(中学生を除＜)1＞定

員…先着30人E〉参加費…1000円

回io月12日(a)から同館(昔33-400

1)。顔写真(3×2.5?=-)が必要。

講座・教室

■英会話・コンピュータ

　連続市民講座

　英会話は全くの初心者向けの

｢ベイシッククラス｣と中級者や

生涯学習センター主催の英会話教

室修了者向けの｢ステップアップ

クラス｣があります。コンピュー

タは全＜の初心者向けです。【＞と

き…○英会話＝10月29日～12月３

日の水曜　○コンピュータ＝10月

28日脚と11月６日～12月４日の木

曜。いずれも午後２時半― 4時。

６回[＞ところ…生涯学習センター

[〉対象…18歳以上で市内在住・在

勤の人[〉定員…○英会話＝ベイシッ

ク16人、ステップアップ20人　○

コンピュータ＝18人(いずれも抽

選)[〉受講料…2000円　回往復は

がき(一人１枚)に｢○○講座希

望｣と住所、氏名、年齢、性別、

電話番号、志望の動機､｡英会話は

クラス、返信にも住所・氏名を書

き10月20日囲まで(必着)に生涯

学習センター(宇治琵琶45-14)へ

　回同センター(a22-0220)。

■グルメ教室

　[＞とき…10月28日(火)、午後１時

半~4時[＞ところ…生涯学習セン

ターE＞対象…18歳以上で市内在住

か在勤の人t＞内容…サバ寿司・巻

き寿司作りC＞定員…抽選で24人[＞

受講料…2000円　圃往復はがきに

｢グルメ教室希望｣と住所・氏名・

年齢・性別・電話番号、返信にも

住所・氏名を書き10月20日(月)まで

(必着)に生涯学習センター(宇

治琵琶45-14)へ　回同センター

(322-0220)。

■読書週間記念講座

　歴史を通して現在まで伝わって

きた京都の儀式作法について学び

ます。t＞とき…10月29日出・11月

５日伽､午前10時～正午[〉ところ…

中央図書館[〉テーマ…｢京のあた

　りまえ一冠婚葬祭　その心としき

　たり－JC〉講師…儀式作法研究会・

　岩上力さんE〉定員…先着50人　圃

　中央図書館(320-1511)。

　催　し

　■市立幼稚園大会

　園児と保護者が集い、運動やリ

ズム表現に取り組みます。[＞とき…

10月22日休]、午前９時半～正午

(雨天中止)レところ…太陽が丘

　囲学校教育課(a内線2624)。

■植物公園

　いずれも無料ですが、入園料が

必要。[団植物公園(a45-0099)。

　　〈植物公園写真展〉植物公園内

の植物を中心に約40点の写真を展

示します。t＞とき…10月16日俐～

11月11日脚。

　　〈菊花展〉京都高等工芸学校と

宇治菊花会のみなさんによる菊花

約100点を展示します。[＞とき…

10月20日(月)~11月13日困。

お知らせ

■暴力団追放啓発タレ幕の

　掲示にご協力を

　暴力団のいないまちを目指して

第1148号
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

10月17日～23日

薬と健康の週間

薬正しく使っていますか

囲宇治保健所021-2191）

活動している宇治市・久御山町暴

力追放対策協議会では、暴力団追

放のスローガン『暴力団　なくし

て住みよいまちづくり』のタレ幕

(ビニール製・縦l 501='X横Abr・

つり下げ用ヒモ付き)の掲示を呼

び掛けています。ご協力いただけ

る事業所に無料でお渡しします。

また、同スローガンのステッカー

(縦35?^x横m-')も配布してい

ます。[回企画管理部総務課(S

内線2052)。

官公署・その他

■高校生のための化学講演会

　[〉とき…10月25日出、午前11時

～午後４時c〉ところ…京都大学宇

治キャンパスc＞内容…講演｢化学

と地球環境｣｢高分子の世界と21

世紀｣と研究室見学[〉参加費…無

料[弓京都大学化学研究所広報委

員会(a38-3150)へ。

■城南勤労者福祉会館

　回同会館(S46-0780)。

　〈やさしい英会話教室〉[〉とき…

11月15日~10年２月28日の土曜、

午前10時～正午。 15回[〉受講料･‥

１万3oa:)円(テキスト代込み)。

・城南地域職業訓練センター

　圃同センター(雲46-0688)。

　　〈ワープロ中級一太郎W95版〉

E〉とき…11月11日~21日の火・木

・金曜、午前９時半～午後3時半。

12回[＞受講料…１万600円。

　　くビジネスキャリア就業管理講

座〉[＞とき…11月13日～12月15日

の月・木曜、午後６時半～9時。

９回〔＞受講料…１万4500円。

■'98ミス宇治コンテスト

　出場者募集

　[＞とき・ところ…○ノミネート

＝11月２日(日)、産業会館○本選考

＝11月９日(日)、文化センター[〉応

募資格…昭和47年１月１日~54年

12月31日生まれの市内在住・在学

・在勤の未婚女性で、ミス宇治と

して１年間各種行事に参加できる

人(高校生は不可)回io月26日

(日)までに宇治商工会議所(宇治琵

琶45-13昔23-3101)へ。

10月11日～20日

全国地域安全運動実施中

みんなでつくろう安心の街

囲企I管理部総務15 (s内線2052)

お母さんといっしょ

金子結衣ちゃん（1才）

千恵さん

（大久保町平盛）

　
住
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
の
申
請
に
は
、
使
用

目
的
・
提
出
先
・
必
要
と
す

る
年
度
な
ど
を
記
入
し
て
い

た
だ
く
ほ
か
、
本
人
の
印
鑑

が
必
要
で
す
。
代
理
人
が
申

請
す
る
場
合
は
、
本
人
の
委

任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
申
告
書
や

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
場
合
や
前
年
中

所
得
が
な
く
未
申
告
の
場
合

は
、
申
告
を
済
ま
せ
ら
れ
て

か
ら
証
明
書
を
包
ト
笛
す
。

　
税
に
関
す
る
手
続
き
は
大

　
バ
イ
ク
な
ど
を
人
に
譲
渡

し
た
り
廃
車
し
た
場
合
や
、

盗
難
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、

次
の
と
こ
ろ
で
で
き
る
だ
け

バイクの廃車

手続きは

　速やかに

速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
１
２
５
∝
以
下
の
バ
イ
ク

は
市
役
所
市
民
税
課
（
昔
内

線
2
1
2
0
）

＊
１
２
５
″
を
超
え
る
バ
イ

ク
は
京
都
陸
運
支
局
（
登
0

7
5
6
？
？
）

＊
軽
四
輪
は
軽
自
動
車
協
会

（
ａ
０
７
５
一
６
９
１
一
6

5
1
6
）

切
な
事
柄
で
す
。
で
き
る
だ

け
本
人
が
し
ま
し
ょ
う
。
詳

し
く
は
市
民
税
課
（
容
内
線

2
1
2
0
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

テレビ広

報

交流の森林づくり～フォレスターうじ～

所
得
証
明
の
申
請
に
は

印
鑑
を
お
忘
れ
な
く

10月25日(土)

午後５時半から15分間

京都テレビUHF34ch

　　　手話通訳あり

さわやか宇治
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地域の防災を自分たちの手で

蓮池連絡協議会が防災訓練

ト
手
話
に
よ
る
通
報
訓
練

　
蓮
池
連
絡
協
議
会
（
長
谷
川

照
郎
議
長
）
主
催
の
防
災
訓
練

が
九
月
二
十
一
日
向
、
、
蓮
池
児

童
公
園
で
行
わ
れ
、
お
年
寄
り

か
ら
子
ど
も
ま
万
約
百
二
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
連
絡
協
議
会
は
蓮
池
地
区

の
四
町
内
会
（
八
百
六
十
六
世

帯
）
で
組
織
。
昭
和
五
十
六
年

の
発
足
以
来
、
一
人
ひ
と
り
が

防
災
に
関
す
る
知
識
を
高
め
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
毎
年
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
十
時
に
避

難
訓
練
を
兼
ね
て
各
町
内
会
単

位
で
公
園
に
集
合
。
ま
ず
防
災

車
に
よ
る
通
報
訓
練
で
一
一
九

番
通
報
の
し
か
た
を
体
験
し
ま

し
た
。
手
話
通
訳
に
よ
る
通
報

訓
練
も
行
わ
れ
、
ま
さ
か
の
時

に
備
え
、
消
防
車
や
救
急
車
を

呼
ん
で
ほ
し
い
な
ど
と
い
っ
た

緊
急
時
の
合
図
を
日
ご
ろ
か
ら

決
め
て
お
く
こ

と
の
大
切
さ
を

確
認
し
ま
し
た
。

続
く
消
火
器
訓

練
で
は
、
使
用

方
砥
の
説
明
後
、

実
際
に
燃
え
上

が
っ
た
火
の
消

火
も
行
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、

起
震
車
に
よ
る

震
度
七
の
地
震

体
験
、
心
肺
作

生
法
や
人
工
呼

吸
法
な
ど
の
応

急
手
当
て
訓
練

▲実際に火を消す消火器訓練

も
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
四
指
導
に
あ
た
っ
た
西

消
防
署
員
は
「
何
か
あ
っ
た
時

に
初
め
て
通
報
や
消
火
活
動
を

す
る
の
で
は
、
慌
て
て
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
実
際
に
訓
練
で
行
っ

て
み
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

祝
1
0
周
年

宇
治
市
国
際
親
善
協
会

大
八
木
淳
史
さ
ん
記
念
講
演

　
宇
治
市
国
際
親
善
協
会
（
谷

岡
武
雄
会
長
）
で
は
設
立
十
周

年
を
記
念
し
、
十
一
月
十
五
日

出
、
’
神
戸
製
鋼
で
ラ
グ
ビ
ー
日

本
選
手
権
優
勝
を
七
回
飾
っ
た

大
八
木
淳
史
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
「
ラ
グ
ビ
ー
と
国
際
交
流
」

と
題
す
る
記
念
講
演
会
を
開
催

▲大八木淳史さん

　９月20日出、宇治市

植物公園でハープ3ン

サート（主催･拙宇治

青年会議所）か開催。

ミュージックセラピス

トとして活躍する池田

千鶴子さんの奏でる神

秘的な音色が園内に響

き渡りました。

午
～
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま

で
）
。
宇
治
公
民
館
。
北
村
さ

ん
容
3
2
・
2
6
4
0
．

◆
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
入
門

講
習
会
　
1
0
月
1
6
日
㈲
か
ら
３

ヵ
月
間
。
毎
週
木
曜
、
午
前
1
0

時
～
正
午
＝
宇
治
公
民
館
、
午

後
２
時
～
４
時
＝
熊
本
絹
江
さ

ん
宅
（
大
久
保
町
平
盛
）
、
午

後
７
時
～
９
時
＝
宇
治
公
民
館

の
ど
れ
か
。
教
材
費
３
千
５
百

円
。
西
村
さ
ん
四
3
2
・
３
５
０

◆
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
治

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
　
1
0
月
1
8

日
出
、
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

半
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
産

業
会
館
前
。
千
円
。
林
さ
ん
容

3
2
゜
8
5
6
7
0

◆
全
国
一
斉
親
子
で
楽
し
む
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
　
1
0
月
1
9
日

間
、
午
前
1
0
時
～
午
後
Ｏ
時
半

（
小
雨
決
行
）
。
太
陽
が
丘
ふ
る

さ
と
の
森
。
大
人
３
百
円
・
子

ど
も
２
百
円
。
筆
記
具
・
敷
物

が
必
要
。
先
着
5
0
人
。
長
谷
川

さ
ん
四
3
3
・
3
6
8
3
．

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
1
0
n
ｒ
ｓ
日

　このグループは、社会福祉協議

会主催の拡大写字講習会の受講者

が中心となって昭和63年に発足し

ました。視覚障害者には、全く見

えない全盲の人と文字を拡大すれ

ば読める弱視の人がいます。拡大

写本グループは弱視の人たちの応

援団です。バスやJRの時刻表、

文庫本、歌詞などを弱視の人たち

が十分に読める大きさに、文字を

大ぎく太く拡大します。コピーで

拡大すれば簡単だと思う人もいる

でしょうが、コピーで拡大すると、

明朝体の横線がかすれたり、文字

と文字の間が必要以上に空いたり

して、とても読みづらいものにな

し
ま
す
。

　
同
協
会
は
、
国
際

感
覚
を
深
め
る
と
と

も
に
、
市
民
レ
ベ
ル

の
親
善
交
流
を
推
進

す
る
た
め
、
昭
和
六

十
二
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
「
文
化
の
違
い
な

ど
を
乗
り
越
え
、
み

ん
な
で
仲
良
く
す
る

た
め
に
は
相
互
理
解

が
必
要
」
と
、
協
会

で
は
人
と
人
と
が
理
解
し
合
え

る
き
っ
か
け
作
り
に
幅
広
く
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

今
年
の
三
月
に
は
京
都
府
国
際

セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
国
際
文
化

サ
口
ン
を
開
催
。
こ
れ
は
、
中

国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
留
学
生

と
一
緒
に
民
族
舞
踊
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
た

と
え
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も

何
か
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
企
画
し
た
も
の
。
ま
た
、

受
講
生
が
、
覚
え
た
外
国
語
で

積
極
的
に
外
国
人
に
話
し
か
け

た
り
、
諸
外
国
に
関
心
を
持
っ

た
り
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
、

中
国
人
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導

助
手
）
に
よ
る
中
国
語
や
英
語

㈲
、
午
前
８
時
半
、
Ｊ
Ｒ
宇
治

駅
集
合
（
雨
天
時
は
2
6
日
向
）
。

長
命
寺
方
面
。
約
1
0
キ
口
（
一

般
向
き
）
。
牧
原
さ
ん
雪
2
3
・

2
2
6
2
0

◆
ち
ぎ
り
絵
講
習
会
　
来
年
の

え
と
を
色
紙
や
短
冊
に
は
り
ま

す
。
1
0
月
2
3
日
俐
・
‥
１
１
一
月
６
日

脚
、
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
。

南
宇
治
Ｊ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
。
材
料
費
千
百
円
程
度
。
岩

井
さ
ん
四
4
5
・
0
4
6
6
．

◆
第
4
0
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
宇
治

市
選
手
権
　
1
0
月
2
6
日
㈲
、
午

前
９
時
～
（
雨
天
中
止
）
。
東

山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
高
校

生
以
上
。
Ｉ
チ
ー
ム
千
円
。
当

日
会
場
で
受
け
付
け
。
岩
ロ
さ

ん
琵
・
6
5
6
9
．

忿

◆
京
都
言
友
会
南
部
例
会
　
吃

音
で
悩
ん
で
い
る
方
、
こ
と
ば

の
教
室
の
先
生
な
ど
歓
迎
。
会

員
と
一
緒
に
吃
音
に
つ
い
て
考

戈
、
交
流
し
ま
し
ょ
う
。
1
0
月

2
6
日
㈲
、
午
後
１
時
半
ｙ
５
咳

南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
。
京
都
市
聴
覚
言
語
障
害
セ

ン
タ
ー
≫
０
７
５
・
８
４
１
・

８
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
t
~
°

◆
菟
道
歩
こ
う
会
　
1
1
月
２
日

㈲
、
午
前
８
時
半
（
小
雨
決
行
）
、

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
集
合
。
大
和
三
山

方
面
、
杓
‥
ハ
キ
＝
。
辻
本
さ
ん

容
2
2
゛
0
7
7
9
0

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

▲留学生と民族舞踊を楽しむ国際文化サロン

の
語
学
講
座
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
　
　
「
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

事
業
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

国
際
交
流
に
興
味
が
あ
る
人
は

ぜ
ひ
協
会
に
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
運
営
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
協
会
事
務
局
長
の

小
沢
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
十
周
年
記
念
講
演
会
」

▽
と
亭
・
百
月
1
5
日
出
、
午
後

２
時
～
３
時
半
▽
と
こ
ろ
・
：
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
参
加
費
…

無
料
▽
定
員
…
先
着
２
０
０
人

　
事
前
に
同
協
会
事
務
局
示

役
所
秘
書
課
内
萱
2
2
・
3
1
4

1
内
線
2
0
5
8
）
へ
申
し
込

み
を
。

習
会
　
一
１
１
一
月
３
日
㈲
、
午
後
１

時
～
３
時
。
市
民
会
館
。
５
百

円
。
上
靴
が
必
要
。
山
岡
さ
ん

四
〇
７
５
一
４
６
１
一
１
８
２

◆
多
文
化
国
際
ネ
ッ
ト
パ
ー
ク

　
1
1
月
４
日
出
、
午
後
１
時
半

～
３
時
半
。
広
野
公
民
館
。

「
中
米
＝
ロ
ン
ビ
ア
の
お
話
」
京

都
大
学
大
学
院
留
学
生
＝
ネ
ル

ソ
ン
ー
プ
リ
ド
さ
ん
。
５
百
円
。

西
村
さ
ん
Ｈ
ｃ
ｓ
i
6
8
8
4
．

◆
児
童
文
学
講
演
会
　
‥
‥
八
月
７

日
㈲
、
午
前
1
0
時
半
～
正
午
。

宇
治
公
民
館
。
『
ハ
イ
テ
ク
時

代
に
育
つ
子
ど
も
だ
ち
と
読
書
』

赤
木
か
ん
子
さ
ん
。
無
料
。
定

員
5
0
人
。
宇
治
公
民
館
四
2
1
・

2
8
0
4
へ
申
し
込
み
を
。

◆
宇
治
市
読
書
ク
ラ
ブ
市
民
秋

の
見
学
会
「
湖
北
の
自
然
と
文

化
を
求
め
て
若
原
先
生
と
共
に
」

　
1
1
月
1
2
日
㈲
、
午
前
９
時
Ｊ

Ｒ
宇
治
駅
集
合
。
５
千
円
。
先

着
5
8
人
。
小
畑
さ
ん
四
2
2
・
8

5
3
8
へ
申
し
込
み
を
。

　
　
募
　
　
集

◆
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
　
楽
し
く
心

と
体
の
リ
フ
レ
ｙ
シ
ュ
’
・
初
心

者
歓
迎
。
毎
週
木
曜
、
午
前
1
0

時
～
‥
１
１
１
時
半
。
東
宇
治
マ
こ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。
月
３
千
円
。

大
村
さ
ん
照

回

市
民
情
報
短
信

　
　
催
　
　
し

◆
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

1
0
月
1
1
日
出
・
1
8
日
脚
、
い
ず

れ
も
午
前
９
時
半
～
正
午
。
黄

聚
体
育
館
。
無
料
。
運
動
靴
が

必
要
。
谷
口
さ
ん
’
‘
2
2
・
０
６

◆
韓
国
語
講
座
　
1
0
月
1
4
日
～

1
0
年
３
月
3
1
日
毎
週
火
曜
日
、

午
後
７
時
半
～
９
時
。
韓
国
民

団
南
京
都
支
部
（
伊
勢
田
町
浮

面
）
。
受
講
料
６
千
円
。
同
支

部
公
4
3
･
　
ｔ
-
t
ｎ
ｃ
Ｍ
ｃ
ｏ
”

◆
水
墨
画
展
示
会
　
1
0
月
1
5
日

㈲
～
1
9
日
向
、
午
前
９
時
～
午

後
８
時
（
た
だ
し
、
初
日
は
正

サークル
さあ来る

ります。そのため、グループでは

ワープロで大きな文字で打ち直し、

製本しています。

　弱視の人と交流をする月１回の

定例会では弱視の人の要望を聞き、

改良点を話し合います。「どうし

たら見やすいだろうかと、意見を

出し合い工夫をしたものを喜んで

使ってもらった時は、本当にやっ

て来てよかったと思います。興味

のある方はぜひ一緒に活動しましょ

う」と代表の梅滓さん。

　活動は第2・4木曜日の午前10

時～午後３時、総合福祉会館で。

会費は年2000円。詳しくは梅滓さ

ん（331-8653）へ。

宇治拡大写本グループ

ハープハープの音色にうっとり
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